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要　　旨

　本研究は、保育所乳幼児の健康増進や生活習慣病の予
防につながる効果的な手がかりを得るために家庭の食環
境の実態を明らかにし、今後の食育指導に活用するため
に検討したので報告する。
　調査期間は平成23年11月、調査対象は福岡県の農村
地域であるＫ町の保育所乳幼児の保護者で同意が得られ
た107名である。調査内容は郵送法にて実施した。調査
の食品は、徳井らが開発した食物摂取頻度調査票1）より
家庭料理で出現頻度の高い106品中80品と食物繊維や
食塩相当量に寄与する食品を追加し、全146品とした。
食料在庫調査票の食品は選択肢をスコア化し、その平均
値を集計した。解析はエクセル統計2008 for Windows
を用いて t 検定を行った。
　保育所乳幼児の家庭における在庫調査の結果、
80％以上は19食品で、上位５品は米、塩、醤油、味
噌、マヨネーズであった。スコア化した結果、その
平均値±標準偏差は、穀類の米が4.7±0.5、甘味類
の砂糖4.6±0.5、はちみつ2.5±1.3、種実類のごまが
4.1±0.9、野菜類の上位５品は、玉ねぎ4.1±0.7、人参
4.0±0.7、生姜3.7±1.1、にんにく3.6±1.2、キャベツ

3.5±0.6であった。魚介類はすべて3.0以下であり、肉
類ではウインナー3.8±0.7、豚肉ばら3.5±0.8、ハム
3.4±0.7の順であった。乳類は普通牛乳が4.2±0.6、低
脂肪牛乳が1.7±1.0であった。
　食育を推進するにあたり、食材の購入など調理をする
前の段階から健康のための支援を行うことが重要であ
り、家庭における食料在庫状況を明らかにすることがで
きた。

　なお、本研究は、平成23年度に調査を実施したもの
であるが、本紀要の投稿にあたり、さらに現在の背景等
を踏まえて改変したものである。

Ⅰ．緒　　言

　乳幼児の望ましい食生活や生活習慣を形成するために
は、小児生活習慣病の予防を考慮した健康に良い影響を
与える食事のあり方や食育の推進が重要である2）。しか
し、幼児の食生活状況は、食事に対する価値観の多様
化などにより、食事を家族と共にする機会の減少、偏
食、生活習慣病の若年化など様々な問題が報告されてい
る3）～6）。
　幼児期の食生活の管理は主として母親に委ねられてい
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ると報告されている7）～10）が、現在、女性の社会進出に
伴い、保育所に預けられる乳児や幼児が増加している。
平成21年４月より改定「保育所保育指針」が施行され、
食育が保育の内容と一体化されて子育ての援助と保護
者に対する子育て支援が総合的に展開されている2）。そ
の背景として、平成17年に「食育基本法」11）が制定さ
れ、食育推進基本計画が実施され、平成23年度に第二
次食育推進基本計画12）が策定された。その内容は、生
涯にわたるライフステージに応じた間断ない食育の推進
で、生活習慣病の予防および改善につながり、保育所乳
幼児にも新しい指針が施行されている11）、12）。また、そ
の後策定された第三次食育推進基本計画においても健康
寿命の延伸につながる食育の推進が掲げられている13）。
しかし、乳幼児のための健康効果を高めるための食育プ
ログラムの報告は数少ないが、国民健康・栄養調査結
果14）、15）における、乳幼児の栄養素の摂取状況では食塩
相当量の過剰、カルシウムや食物繊維などの不足が問題
となっている。
　本研究では、保育所乳幼児の家庭における食料在庫調
査を行うことにより、家庭の食環境が明らかとなり、今
後の食育指導に活用するための健康増進や生活習慣病の
予防につながる効果的な手がかりを得る可能性があると
考え、検討した。

Ⅱ．研究方法

１．調査対象と調査期間
　調査対象は福岡県Ｋ町の保育所乳幼児の保護者で同意
が得られた107名であり、調査期間は平成23年11月の
１日間である。

２．対象者の選定方法
　対象地域は福岡県東部の田園地域に属し、平成29年
11月30日現在、人口約7,732人の町である。この研究
は、Ｋ町の町長、役場の食育担当課、保育所の所長そし
て保護者より協力を得て、調査の目的、意義、方法につ
いて説明を行い、同意を得て実施された。

３．調査方法
　食料在庫調査票は対象の保護者に郵送し自己記入式で
実施した。回収は、Ｋ町役場の食育担当者が回収した。

４．調査内容
　食料在庫調査票の食品は、徳井らが開発した食物摂
取頻度調査票1）より家庭料理で出現頻度の高い106品中
80品を抽出し、さらに栄養素の中で特に健康と関わり
のある食物繊維や食塩相当量に寄与する食品を追加し、

全146品とした。その内訳は穀類７品、いもおよびでん
粉類５品、砂糖および甘味類３品、豆類９品、種実類３
品、野菜類30品、果実類10品、きのこ類５品、藻類５
品、魚介類10品、肉類11品、卵類１品、乳類４品、油
脂類５品、菓子類９品、嗜好飲料類７品、調味料及び香
辛料類15品、調理加工食品類７品である。

５．解析方法
　食料在庫調査票の食品は選択肢の５つをスコア化し、
ない＝１点、あまりない＝２点、時々ある＝３点、いつ
もある＝４点、備蓄している＝５点とした。食品の各栄
養素量は五訂増補日本食品標準成分表に準拠したエクセ
ル栄養君 Ver4.5で算定し、統計ソフトはエクセル統計
2008 for Windows を用いて t 検定を行った。有意水準
は５％未満とした。

Ⅲ．結　　果

１．食料在庫状況調査の結果
　食料在庫状況調査の結果を表１に示した。「備蓄し
ている」「いつもある」の回答が100％を占めていた
食品は、米、塩の２品、90％以上が醤油、味噌、マヨ
ネーズ、鶏卵、砂糖、みりん、トマトケチャップ、だ
しの素、サラダ油、茶、日本酒、玉ねぎの12品、80％
以上が酢、普通牛乳、ごま油、のり、焼肉のたれの５
品であった。70％以上を占めていた食品は人参、ポン
酢、ごま、かつお節、ドレッシング、めんつゆ、わか
め、マーガリン、マカロニ、ウインナーの10品であり、
60％以上がしょうが、カレー粉、オリーブ油、バター、
にんにく、梅干し、じゃがいも、チーズの８品、50％
以上が納豆、ノンオイルドレッシング、豆腐、キャベ
ツ、唐辛子、ねぎ、ジャムの７品であった。40％以上
は豚肉ばら、乾麺、食パン、バナナ、飴、ハムの６品で
あり、30％以上はヨーグルト、しめじ、えのき、こん
ぶ、きゅうり、干しシイタケ、野菜ジュース、油揚げ、
チョコ、アイス、インスタント食品の11品であった。
さらに29％以下はひじき、にぼし、低脂肪乳などの85
品であった。

２．食品群別における食料在庫状況調査の結果
　食品群別における食料在庫状況調査の結果を図１に
示した。食品群別において、各個人の食料在庫状況を
点数化し平均値±標準偏差を示した結果、穀類の在庫
状況は、米が4.7±0.5と高く、玄米 ･雑穀米は2.1±1.5
と低い数値を示した。また、米は全食品の中で最も高
い数値を示した。いも類の在庫状況は、じゃがいもが
最も高く3.7±0.8であり、さつまいも・さといもなどは
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3.0以下と低い数値を示した。豆類では、加工品である
豆腐の在庫状況が最も高い数値を示したが、大豆などの
在庫状況は低い結果であった。野菜類の在庫状況は玉ね
ぎ・人参・しょうが・にんにく・梅干し・キャベツの順
に高い数値を示し、ごぼうやブロッコリーなど旬の野
菜の在庫率が低い数値を示した。種実類の在庫状況は、
ごまが4.1±0.9と高く、ピーナツとくるみは2.0以下と
低い数値を示した。果物類は全体的に低い数値を示し
た。藻類では、のり・わかめが4.0以上と高い数値を示
した。肉類及び加工食品の在庫状況はウインナー・豚肉
ばらが3.5以上であった。乳類の在庫状況は普通牛乳が
4.2±0.6であったが、低脂肪乳は1.7±1.0と低い数値を
示した。冷凍食品の在庫状況の平均値はすべて2.6以下
であった。調味料の在庫状況では、塩 ･味噌 ･醤油・マ
ヨネーズなどが4.5以上であった。また、旨味成分をも
つ食品の在庫状況はだしの素とかつお節は4.0以上であ

り、こんぶ・干ししいたけ・にぼしは3.0以下であった。

３．家族構成別にみた食料在庫状況調査結果
　家族構成別にみた食料在庫状況調査結果を表２に示し
た。祖父母と同居群が核家族群に比べ有意に高い数値を
示した食品は、雑穀米 ･ 大豆・ごま・ぬかづけ・わか
め・にぼし・味噌など37品であり、核家族群が祖父母
と同居群に比べ有意に高い数値を示した食品は、低脂肪
乳・フライドポテトの２品のみであった。

４．職業別にみた食料在庫状況調査結果
　職業別にみた食料在庫状況調査結果を表３に示した。
農業群が正社員とパート群に比べ有意に高い数値を示し
た食品は、じゃがいも・さつまいも・なす・梅干・干し
しいたけ・きくらげ・レバーなど25品であり、正社員
とパート群が農業群に比べ有意に高い数値を示した食品
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図１－１　食品群別における食料在庫状況調査の結果（n=66）

2.1

2.7

3.1

3.4

3.5

4.0

4.7

図１－２　食品群別において平均値を点数化した在庫状況と標準偏差（n=66）
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図１－３　食品群別における食料在庫状況調査の結果（n=66）

図１－４　食品群別における食料在庫状況調査の結果（n=66）
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図１－５　食品群別における食料在庫状況調査の結果（n=66）

図１－６　食品群別における食料在庫状況調査の結果（n=66）
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表２　家族構成別にみた食料在庫状況調査結果

表３　職業別にみた食料在庫状況調査結果
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は、米・マカロニ・豚肉もも・ケーキ類・ビスケットの
５品であった。

Ⅳ．考　　察

１．食料在庫状況
　保育所乳幼児の家庭における食料在庫状況調査の結
果、80％以上を占めていた食品は主食の米や塩、砂糖、
みりんなどの調味料、茶や牛乳といった飲料などであ
り、減塩に寄与すると報告されている旨味食材の干しし
いたけ、昆布、そしてにぼしなどの食材の在庫状況は
低い結果であった。平成27年人口動態統計の死因別死
亡率は悪性新生物、心疾患、肺炎、脳血管疾患の順で
あり16）、食塩の摂り過ぎは、高血圧、ひいては脳卒中
や心臓病を起こしやすくし、また塩辛い食品の摂り過ぎ
は胃がんを起こしやすくするといわれている17）。これ
らの疾患の予防のためにも減塩に寄与する食材を家庭に
普及させていく事が重要であると考えられる。また、乳
類で普通牛乳は高く低脂肪乳は低いという結果であった
が、普通牛乳と低脂肪乳とでは200ml あたり脂質に約
5.5g の違いがある。同様に、調味料類のノンオイルド
レッシングとドレッシングとでは20g あたり脂質に約
8.4g の違いがあり、低脂肪食品の推進も必要だと考え
られる。さらに、玉ねぎ、人参を除く野菜や果物類の在
庫状況は低い結果であったが、野菜類を常備する事によ
り、循環器疾患やがん等の予防に効果的に働くといわ
れる食物繊維16）の摂取量向上につながると考えられる。
乳幼児期の食生活は保護者である母親に委ねられるた
め、乳幼児期から学童期へ移行した際に子どもが自ら食
品を選択できる能力を身に付け自立した食生活を送るた
めにも、乳幼児の子どもを持つ保護者への食育指導は重
要であると考えられる。

２．家族構成別にみた食料在庫状況
　家族構成別にみた食料在庫状況調査の結果、祖父母と
同居群が核家族群に比べ、多様な食品を多く貯蔵してい
ることから、祖父母と同居している家庭は食材の知識や
調理技術も豊富であり、食事の献立のバリエーションが
多様であると考えられる。多様な栄養素や食品を食卓に
取り入れることは健康の増進さらに食事を楽しむという
観点からも好ましいことであると考えられる。特に、保
護者である若い母親世代にも多様な食材に関する知識や
調理技術を身につけるための指導を行うことが重要であ
ると考えられる。

３．職業別にみた食料在庫状況
　職業別にみた食料在庫状況調査の結果、農業群が正社

員とパート群に比べ、じゃがいも、さつまいも、なすな
どの野菜類を多く貯蔵していることから、農業群は四季
折々の野菜を栽培し収穫されたものが家庭に保存されて
いると考えられる。そのため、それらの野菜類を使用し
た家庭料理をつくり、摂取しやすい環境であることがう
かがえる。正社員とパート群は農業群と異なり野菜類を
購入しなければ家庭に備蓄できないため、農業をしない
家庭においては、野菜類のもつ成分や生理機能および健
康に及ぼす影響についての正しい知識の情報発信を行う
等、食材を購入する際の食品を選択する能力を養うこと
が重要であると考えられる。

Ⅴ．総　　括

　厚生労働省は東日本大震災において、健康状態を左右
する栄養素、そしてそれらをおいしく食べるためには食
材をどのように入手して、調理後分配するかが重要であ
ると報告している18）。今回の調査で保育所乳幼児の家
庭の食材の在庫状況が明らかとなったため、保護者に対
して食材の入手方法やその調理法、個々人に対応した分
量等についての指導を行うことが重要であると考えられ
る。特に乳幼児に不足しがちな食物繊維やカルシウムの
摂取方法や減塩に寄与する薄味の調理法を検討すること
が重要である。
　今回の調査結果より、家庭にある食材を用いて簡便に
継続・持続のできる健康的なメニュー指導を行うことが
可能となり、また、家庭で不足している栄養素を補うた
めの保育所給食のメニュー提案にも寄与できる結果を得
ることができた。今後、家庭における食料在庫状況のこ
れらの結果を有効に活用していきたいと考える。
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